
かわさきパラムーブメント第２期推進ビジョン(案)(概要版)
Ⅰ 策定の目的
• 2020年、東京で56年ぶりにオリンピック・パラリンピック競技大会が開催されます。
•本市は競技が行われるいわゆる「準開催都市」ではないものの、立地の良さから、大会が近づくにつれ人々の関心や機運が徐々に高まることや、大会期間中には多くの市民の方が実際に競技会
場に足を運んだり、ボランティアに携わったりするほか、国内外の多くの人々が本市を訪れることも予想されます。
•また、大会後においてもオリンピック・パラリンピックレガシーとして、本市を含む社会全体に対して様々な良い影響を遺していくことも予想されます。
•かわさきパラムーブメント第2期推進ビジョンは、第1期推進ビジョンの取組を踏まえつつ、このようなオリンピック・パラリンピックの持つ価値を最大限に活用することを前提に、「成長と
成熟の調和による持続可能な最幸のまち かわさき」の実現に向けて、何のためにパラムーブメントを推進するのかという「目指すもの」と、その実現に向けた基本的な考え方としての「理
念」、さらに未来へと遺していく「レガシー」を明確にして市民と共有し、そのための取組を計画的に進めていくために策定します。

Ⅱ 第1期推進ビジョンの総括

•「目指すもの＝理念」となっているので、第2期推進ビジョンでは、パラムーブメントによって何を
目指し(ビジョン)、どのような理念のもとに取り組むのか等の点について明確化する必要があります。

①行政計画としての課題
【目指すものと理念】

【オリンピック・パラリンピック競技大会との関係】
•策定の目的に「東京2020オリンピック・パラリンピックを契機」と明記しながら、取組期間では
「第1期：開催につなげる取組期間」「第2期：大会を成功させる取組期間」とあるように大会自体
が強く意識されていることから、ビジョンに基づく取組と大会との関係を整理する必要があります。

【パラムーブメント・レガシー】
•第1期推進ビジョンでは「遺産」としていますが、「目指すもの」と「理念」の関係を整理すること
を踏まえ、改めて基本的な考え方を示す必要があります。
•第1期推進ビジョンで掲げている理念等とレガシーとの関係が不明確であることから、新たに明確化
する「目指すもの」と「理念」との関係を整理するとともに、それらを踏まえたうえで、統廃合を
含めて改めてレガシーを見直す必要があります。
•レガシーとして形成されたことを分かりやすくするため、何(誰)がどのような状態になったらレガ
シーが形成されたのかを明確にする必要があります。

②第1期推進ビジョンに基づく取組

•市民、団体、企業、行政等がパラムーブメントの理念を自分のこととして行動を起こしていくため
に必要な仕掛けについて意見交換し、実行していくことを目的とする外部連携組織
•平成27年10月の設置以来33件の提案を受け、そのうち5件をリーディングプロジェクトとして多様な
主体が協働で平成28年度から実施

【かわさきパラムーブメント推進フォーラム】

•パラムーブメントの推進に向けて、「ひとづくり」「スポーツ・健康づくり」「まちづくり」「都
市の魅力向上」「先進的な課題解決モデルの発信」の5つの取組の方向性に基づき各局区が主体的に
取り組む事務事業(既存・新規)で、障害のある方への理解促進や社会参加に資するような取組を中心
に、総合計画実施計画の事務事業ベースで66事業、ビジョンとしては102の取組を推進

【各局区の取組】

•パラムーブメントの理念浸透に向けて、戦略的な広報に取り組み、29年度にはロゴやステートメン
ト、動画、グッズなどを作成

【戦略的広報】

•これまで本市が主体となって、多様な主体との協働・連携により取組を進めてきたが、今後、パラ
ムーブメントをより大きなうねりとしていく必要があります。
•このため、第2期推進ビジョンの取組期間では、各種取組やプロモーション活動などにおいて、健常
者も障害のある方をはじめとする社会的マイノリティも一緒になり、こうした市民(主体)がゲストと
してだけではなく、キャストとしても参画してムーブメントを起こしていく必要があります。

【その他の課題等】

Ⅲ 第2期推進ビジョンについて
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かわさきパラムーブメント第２期推進ビジョン(案) (概要版)
Ⅳ 社会的背景

• 2013年9月7日、第125次国際オリンピック委員会（IOC）総会に
て、2020年のオリンピック・パラリンピック競技大会が東京で開
催されることが決定。
大会ビジョン：全員が自己ベスト 多様性と調和 未来への継承
•内閣府の「東京オリンピック・パラリンピックに関する世論調査
(H27.6調査)」では8割を超える人々がオリンピックに、7割を超え
る人々がパラリンピックに関心があるとしており、また、大会開
催で期待される効果として、「障がい者への理解の向上」が最も
高くなっています。
•パラムーブメントにおいても、大会ビジョンやこの世論調査を踏
まえた取組を進めていく必要があります。

①東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催
•本市においても将来予想される人口減少と急激な高齢化を見据え、心の豊かさを実感できる持続可能な社会の構築に向けて、多様
な価値観の中で市民一人ひとりが互いの違いを認め合いながら、誰もが活躍できる環境を創出していきます。

②少子高齢化・人口減少社会など人口構成の変化を見据えた対応

•持続可能なまちづくりが求められる中、一人ひとりが尊重され能力を発揮することができる社会の実現に向けて、ダイバーシティ
とソーシャル・インクルージョンの考え方が極めて重要となります。国においても障害者差別解消法の制定やユニバーサルデザイ
ン2020行動計画の策定などの法整備等も進んできており、本市としてもこれらに対応した取組を進めていきます。

③ダイバーシティとソーシャル・インクルージョンに関する法令等の整備

Ⅴ かわさきパラムーブメントによって目指すものと理念

【目指すもの】
誰もが自分らしく暮らし、自己実現を目指せる地域づくり

• 人口減少、少子高齢、低経済成長の時代にあって、誰もが自分らしく暮らし、さらに自分の個性
や能力などに応じて自己実現を図り、その結果、社会の一員として活躍できる社会を目指します。
• そのために、障害、年齢、人種、LGBTなどの個性をチャンスと捉え、新たな価値を創造してい
くというビジョンを市民全員が共有し、主体的に行動することを促していきます。

【理念】
人々の意識や社会環境のバリアを取り除き、

誰もが社会参加できる環境を創出すること
• 障害者をはじめ、いわゆる社会的マイノリティとされている人たちが、生き生きと暮らす上での
障壁となっている、私たちの意識や社会環境のバリアを取り除くことや新しい技術でこれらの課
題に立ち向かい、誰もが社会参加できる環境を創出することを理念とします
• 多くの市民の興味・関心を惹く強力なコンテンツである大会の開催を契機に、多様性(ダイバーシ
ティ)と社会的包摂(ソーシャル・インクルージョン) の象徴としてのパラリンピックに重点を置い
た取組により、次の考え方のもと多様な主体と一緒にムーブメントを創りだしていきます。

【概念イメージ(障害のある人もない人もすべて対象)】
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【目指すもの】
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会へ参加し、様々な「価値」を
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の考え方における
「バリア」の解消

知識として知るだけで
なく色々な体験をして
理解することが大切

※ソーシャル・インクルージョン(社会的包摂)… 今日的な「つながり」の再構築を図り、全ての人々を孤独や
孤立、排除や摩擦から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員として包み支え合うこ
と(「社会的な援護を要する人々に対する社会福祉のあり方に関する検討会」報告書 平成12年厚生省)

Ⅵ レガシーとその考え方

•国際オリンピック委員会によればレガシーとは、オリンピック・パラリン
ピックの開催都市における各種施設やインフラの整備、スポーツ振興等に
よる社会に有形・無形の持続的な効果のうち「長期にわたる、特にポジ
ティブな影響」とされています。
•レガシーは現在では、開催都市として立候補する段階での言及が必要な項
目とされ、2020大会では、大会組織委員会が策定した「東京2020アク
ション＆レガシープラン 2016」において、ハードソフトの両面から様々
なものをレガシーとして遺していくための取組について明記されています。

①オリンピック・パラリンピックレガシー ②レガシー形成に向けた考え方
•第２期推進ビジョンでは、かわさきパラムーブ
メントの取組により未来へ遺していくものをレ
ガシーとし、「多様性(ダイバーシティ)と社会
的包摂(ソーシャル・インクルージョン)に関す
るレガシー」と「川崎のブランド力向上に関す
るレガシー」の2つに大別するとともに、第1期
推進ビジョンにおける19のレガシーの整理統合
等を行い9のレガシーへと見直します。

③レガシー形成の取組について
•かわさきパラムーブメントは、大会を契機として、社会
変革を起こしレガシーの形成を図っていくものです。
•社会変革は多方面に大きな影響を及ぼす可能性があるた
め、事業の実施者には関係者等と対話を重ねるなどの丁
寧な取組が求められます。したがって、個々のレガシー
の達成のために、誰を対象にどのような状態を創出し、
そのためにどのような取組をするのか、といった点につ
いて関係者とともに順序立てて検討・実施していきます。

④持続可能な開発目標(SDGs)」を踏まえた取組の推進
•総合計画では、国連で採択された「2030アジェンダ」が掲げる「持続可能な開発目標(SDGs)」の達成に向けた取組の推進を担う
こととしています。本ビジョンにおいても、総合計画と同様に、SDGsの理念や目標、国の動向等を踏まえながら取組を進めます。

（概要版）　
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かわさきパラムーブメント第２期推進ビジョン(案) (概要版)
Ⅶ かわさきパラムーブメントにおけるレガシー

レガシー レガシーが形成された状態

①多様性を尊重する社会をつくる子どもを育むまち

義務教育を終えた時点で、すべての子どもたちが、人は平等であり、かつ、あらゆる機会の提供は公平であるべきことを理解しており、誰
もが各々の個性を互いに尊重し合えている。
義務教育を終えた時点で、すべての子どもたちが、共生社会の担い手としてお互いに助け合い支え合うことの大切さを理解し、実践的な態
度が身についている。

大人たちが、自他の個性を尊重し助け合うことを実践し、子どもたちの模範となっている。

②心理的バリアが解消されたまち～心のバリアフリー～

すべての人が、自他の個性を尊重し、相互にコミュニケーションをとることができる。

すべての人が、自らの心のバリアを取り除く実践的な行動をとっている。

社会的マイノリティの当事者が、自分たちも社会を構成するかけがえのない存在であることを確信し、社会生活上のバリアを取り除くうえ
で必要なことを他者に伝えられている。

③社会的バリアが解消されたまち～ユニバーサルなまち～

すべての人が、自らの意志で行きたい所に行け、行った先で自由に行動ができる。

すべての人が、言語、心身の個性の違いを意識することなく、サービスを享受できている。

すべての人が、あらゆる情報に公平にアクセスできる。

④誰もがスポーツ・運動に親しんでいるまち

すべての人にとって、身近な場所でスポーツをするための環境が整っている。

すべての人にとって、公平にスポーツを観戦できる環境が整っている。

すべての人が、日常的にスポーツ・運動に親しみ、楽しみ、体力の維持向上や健やかな心身を育んでいる。

⑤誰もが文化芸術に親しんでいるまち
すべての人が、文化芸術活動に携わることができる環境が整っている。

すべての人が、文化芸術に親しみ、楽しめる環境が整っている。

⑥多様な主体が地域づくりに貢献しているまち
すべての人が、自らが住まうまちの将来の姿を共有して、自らの能力を活かして活動を実践し、コミュニティの一員となっている。

自らが住まうまちの地縁型の活動やテーマ型の活動にかかわらず、参加できる環境が整っている。

⑦誰もが職業等を通じて社会参加できる環境
すべての人が、社会参加しようとする意欲を持っている。

すべての人がお互いの個性を理解し、一緒になって仕事や、趣味、学習活動等を行っている。

⑧来訪者が「行ってよかった」と思えるまち
川崎を目的地として多くの人が訪れている。

川崎への来訪者が、その後、川崎の魅力を発信している。

⑨知名度・プレゼンスが高まった川崎
川崎が、様々な分野におけるテクノロジー開発などで世界の最先端にあることが国内外で認知されている。

川崎の魅力や特長が国内外で認知されている。
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